
大人でもなく子どもともいいきれない高校生。
生徒を見ていて「まだ子どもだな」「もう大人だな」
と感じるのはどんな時でしょう？

【大人】
体育大会の応援ダンスの
練習で、仕切っている高３が下
級生に教えに行ったら強い指導
に反発をくらい、「先生たちの苦
労がわかった」と涙目で愚痴

っていた（笑）
（東京都）

【子ども】
食べ物に好き嫌
いがあること
（静岡県）

　高校の先生から、よく相談される内容です。
特に、従順な生徒が多く、大きな問題が起こ
っていない学校の場合、教師全員が一丸とな
って対処しなくてはいけない場面に直面して
いないので、教師同士がバラバラになりがち
です。しかし、問題のない生徒がいないクラス
なんてありません。そういう生徒への対処の仕
方が、苦手な先生だっています。先生同士の
連携がとれていて情報が共有されていれば、
そういう生徒への対処でも、早期に協力し合
えます。つまり、先生同士のチームワークが悪
くて被害を被るのは、生徒なんです。
　チームワーク力を上げるには、「日常連携」と
「システム連携」の2つが重要です。
 「日常連携」とは、いわゆる日頃からのコミュ
ニケーション。一緒にお茶するとか、食事する
とか、飲みにケーションをするとか。実際、「飲
みにケーション」をよくしている先生のほうが、
生徒への対処の仕方をたくさん出せるという
研究結果もあります。あの手、この手を、日常
的な会話のなかで得ている。それだけ情報交

換が大事だということです。
　ただ、日常連携だけでは先生同士のつなが
りが偏るなど限界があります。そこで、重要な
のが、「システム連携」です。教師も組織の中
で仕事をする一員です。ですから、情報が共
有できる仕組みを作って、連携を図っていくの
は、当然の責務です。本来は、学校全体でコ
ーディネーターを設け、しっかりシステムとして
情報交換などを行い連携していくことが必要
です。例えば、教育相談コーディネーターが各
学年の教育相談係ときちんと生徒の情報共
有ができるようにするのです。まずは学年会な
どで「最近気になる生徒の話を、皆さんでしま
しょう」と提案していってはいかがでしょうか。
危機意識をもつ先生同士から、少しずつ声を
出していけば、必ず変化していけると思いま
す。高校の場合、このシステム連携ができて
いる学校と、できていない学校の差が激しい
のは事実です。ぜひ、システム連携をしっかり
して、問題を抱えた生徒のとりこぼしのない生
徒指導を目指してください。

［回答者］
諸富祥彦（もろとみよしひこ）先生：
明治大学文学部教授、臨床心理士、教育学博士。
全国の悩める教師のためのセルフヘルピングや
ネットワーキングを支援する“教師を支える会”代表。
http://morotomi.net/

リクルートサービスを活用した指導実践例

『
進
学
事
典
』オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
特
集
が

最
終
確
認
や
不
安
を
払
拭
す
る
契
機
に

　

１
９
３
７
年
に
大
阪
商
科
女
学
校
と
し
て

創
設
さ
れ
、２
０
０
７
年
に
現
在
の
校
名
に
改

称
し
た
好
文
学
園
女
子
高
校
。
目
下
、変
化
す

る
時
代
に
対
応
す
る
た
め
に
、学
校
改
革
を
進

め
て
お
り
、基
礎
学
力
の
向
上
と
、女
性
と
し
て

の
マ
ナ
ー
と
教
養
の
習
得
の
２
つ
を
重
点
目
標

に
掲
げ
て
い
る
。

　

改
革
の
核
に
な
る
の
が「
好
文
未
来
学
」（
詳

細
は
図
1
）。
２
つ
の
重
点
目
標
に
則
し
た
、オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
進
路
学

習
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
１
学
年

で
行
う
模
擬
面
接
で
は
、調
査
書
を
生
徒
自
身

が
書
い
て
面
接
に
臨
む
。
自
分
を
客
観
的
に
評

価
す
る
力
、論
理
的
に
自
己
表
現
す
る
力
を
育

て
る
こ
と
が
ね
ら
い
だ
が
、生
徒
は
熱
心
に
取
り

組
み
、大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

「
教
員
同
士
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、実
験
的

な
取
り
組
み
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
」と
語
る

３
学
年
主
任
の
岡
田
邦
彦
先
生
。

す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
生
徒
に
も

決
め
あ
ぐ
ね
る
生
徒
に
も
役
立
つ

 

『
進
学
事
典
』7・
8
月
号（
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
ガ
イ
ド
）を
使
っ
た
進
路
学
習
は
、「
好
文
未

来
学
」の
試
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
実
施
し
た
。
生

徒
た
ち
は
本
誌
か
ら
気
に
な
る
学
校
を
探
し
だ

し
、付
録
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
見
学
会
の
日
時

や
見
学
の
み
ど
こ
ろ
を
書
き
だ
し
た
。

 

「
大
学
や
専
門
学
校
の
最
新
情
報
や
見
学
会

の
日
程
が
網
羅
的
に
載
っ
て
い
る
の
で
、採
用
し

ま
し
た
。
こ
の
本
が
配
本
さ
れ
る
３
学
年
の
６

月
に
は
、８
割
の
生
徒
の
志
望
先
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
が
、気
持
ち
が
揺
れ
動
き
、最
終
決
定
で

き
な
い
生
徒
も
２
割
位
い
る
状
況
で
す
。
ど
ち

ら
の
状
況
で
も
役
立
つ
資
料
に
な
る
と
思
い
ま

し
た
」と
岡
田
先
生
。

　

例
え
ば
岡
田
先
生
の
ク
ラ
ス
に
は
、志
望
す

る
心
理
学
で
は
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
せ
る
就
職

先
が
少
な
い
た
め
、別
の
分
野
に
進
む
べ
き
か
ど

う
か
悩
ん
で
い
る
生
徒
や
、志
望
校
が一
応
決
ま

っ
て
い
て
も
、「
本
当
に
こ
れ
で
い
い
の
か
」と
漠

然
と
し
た
不
安
を
抱
え
る
生
徒
が
い
た
。
２
人

と
も
今
回
の
進
路
学
習
が
き
っ
か
け
で
学
校
見

学
に
行
き
、そ
れ
を
手
が
か
り
に
最
終
決
定
に

至
っ
た
。

 

「
志
望
校
が
決
ま
っ
て
い
て
も
、進
路
学
習
後

に
も
う
一
度
見
学
に
出
か
け
る
生
徒
が
多
く
い

ま
し
た
。
気
に
な
っ
て
い
た
質
問
を
し
た
り
、ど

の
入
試
制
度
を
使
う
か
考
え
る
参
考
に
し
た

よ
う
で
す
。今
回
の
学
習
が
最
終
確
認
の
後
押

し
を
し
て
く
れ
ま
し
た
」と
岡
田
先
生
。

生徒数／904人
（女子のみ）
普通科28学級
進路状況（2010年度）／
大学・短大進学58.1％、
専各進学27.9％、
就職13.5％、
その他0.4％

大阪府大阪市西淀川区千舟3-8-22
電話：06-6472-2281
URL：http://koubun.ed.jp/

スクールデータ

進学事典

現在「好文未来学」は学年団が主体となって企画し、LHRや夏休みな
ど授業時間外に行っている。これとは別に進路指導部が年間計画を
基に実施する進路行事がある。今後は２つを一本化し、系統立てた進
路学習の流れを確立していく予定だ。

図1
2011年度「好文未来学」の実施概要（一部を抜粋）
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見
学
先
で
出
会
っ
た
人
と
の

会
話
は
重
要
な
判
断
材
料

　

同
校
で
は
学
校
見
学
が
志
望
校
選
び
の
重

要
な
手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
、１
学
年
か
ら

積
極
的
に
行
く
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
生
徒
は

１
校
行
く
ご
と
に
所
定
の
用
紙
を
使
っ
て
レ
ポ

ー
ト
を
提
出
す
る（
図
2
参
照
）。２
学
年
の
夏

休
み
に
は
全
員
が
最
低
で
も
３
校
見
学
し
、レ

ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
３
学

年
で
見
学
す
る
か
ど
う
か
は
、自
主
性
に
任
せ

て
い
る
が
、今
回
背
中
を
押
さ
れ
、見
学
に
出
か

け
る
生
徒
が
増
え
た
こ
と
に
比
例
し
、志
望
校

決
定
の
納
得
度
が
深
ま
る
生
徒
も
増
え
た
そ

う
だ
。

　

生
徒
た
ち
は
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高
く
、志

望
校
で
何
を
学
べ
る
か
、ど
ん
な
設
備
が
あ
る

か
な
ど
の
情
報
は
、携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
で
、見
学

に
行
く
前
に
か
な
り
調
べ
て
い
る
と
い
う
。「
見

学
に
行
っ
て
、生
徒
が一
番
刺
激
や
影
響
を
受
け

る
の
は
、〝
人
〞で
す
ね
。
会
話
が
弾
ん
だ
か
、こ

ち
ら
の
聞
き
た
い
こ
と
を
促
し
て
聞
い
て
く
れ

た
か
な
ど
に
は
と
て
も
敏
感
で
す
。
こ
の
よ
う

に
実
際
に
行
っ
て
み
て
感
じ
た
こ
と
を
、志
望

校
決
定
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
」と
岡
田
先
生
。

３学年主任
岡田邦彦先生
生徒には愛情をもって接し、夢をかな
えるためのサポートの努力は惜しみま
せん。その子の人生を長い目でみて、
今必要だと判断すれば、厳しく怒るこ
ともあります。憎さで怒っているのでは
ないことは、確実に伝わります。

図２
オープンキャンパス
研究レポート

交通手段、見学先に選んだ理由、
入試、学費のほか、（見学先で学べ
る）学問系統の魅力、大変なところ、
卒業後の就職先、この進路に進む
ために今やるべきこと、見学先で体
験したこと、感想を記入する。「内容
が薄かったり見当外れのことを書く
生徒もいるので、個別指導を徹底し
ています」と岡田先生。

【子ども】
大人になると自分の時間
が少なくなります。生徒たち
を見ていると、忙しそうですが、
自分のための時間なので、ま
だまだ子ども…でも羨まし

い限りです
（広島県）

【大人】
高校卒業後に就職した
生徒が、1年後に当方が好
きなお菓子を持ってきて、仕
事のことで相談に乗ってほ
しいと言われた時
（福岡県）

【子ども】
ジュースを買ってや
れば、どんな重労働
でも喜んでやる
（兵庫県）

【大人】
はっきりした意見を
述べるように
なった時
（大阪府）

【子ども】
ゲームを一生懸命して
いる、携帯電話に没頭して
いる、人間関係がうまくでき
ない、遅刻・欠席が多い

（愛知県）

【大人】
経済的に苦しい家庭

が増えていますが、人生設
計をより現実的に考え、自立
することの大切さを認識し
ている大人の生徒も多く

います
（東京都）

【大人】
受験が近づいてきて、

家族を含め自分を支えてくれてい
る存在に対して素直に感謝の意を
述べられるようになった時。誰かに支
えられていること、自分が誰かを支え
ることができることに気付いた高
校生は、精神的に成長する

（滋賀県）

【子ども】
最近の高校生は、校舎
内、校舎外、街中、どこでも
保護者と一緒に並んで歩くの
は平気なんでしょうか。ある意
味親離れできていないと言

えるのかも…
（神奈川県）

【子ども】
自分ではなかなか進
路希望を決められず、担
任のアドバイスや面談で
の指示を待っている生

徒が多い
（山形県）

１
学
年

４月 エチケット・
マナー劇場

教員がマナー違反をする生徒に扮
し、マナー向上の大切さを啓発

８月 仮進路
模擬面接試験

外部から面接官を招き、生徒が自ら
書いた自分の調査書をもとに面接

２月 KJB48
～寸劇発表～

マナーに関するルール（現在48カ
条）をもとに生徒が寸劇を発表

２
学
年

７月 夢を実現する
３つの法則～講演～

外部講師を招聘。「やればできる」
「離職率を減らす」などがテーマ

８月 職業体験、
学校訪問

夏休みに3校見学してレポート提
出。職業体験は希望分野に参加

11月 公開学年会議 教員会議の様子を見せ、自己表現
能力・問題解決能力を養う

１月 模擬面接 2学年の好文未来学の集大成

３
学
年

４月 先輩からの
メッセージ

卒業生が職業のユニフォームを着
て社会人の心構えや職業観を語る

5,6月 進学事典を使った進路学習

学校比較号とオープンキャンパスガ
イド号、それぞれを付録のワークシー
トを使って活用

８月 スーパー会話術 面接で活用できる実践力を養成
12月 品格とマナーの学習 全日本マナー検定を受験

1月 未来を拓くみなさんへ
～講演～

社会に貢献できる女性の生き方を
学ぶ

※キャリアガイダンス.net　http://souken.shingakunet.com/career_g/
発行号の紹介ページからワークシートをダウンロードできます


